[image: ]
令和元年度　市岡小学校　みんなの笑顔 (えがお)・安心 (あんしん)ルール

○　「みんなの笑顔 (えがお)・安心 (あんしん)ルール」は、子 (こ)どもたちにがんばってほしいことを、あらかじめルールとして示 (しめ)しています。
○　子 (こ)どもたちが自分 (じぶん)で取 (と)り組 (く)むべきことを自覚 (じかく)し、自 (みずか)らの可 (か)能 (のう)性 (せい)を伸 (の)ばすことができるよう促 (うなが)すことを目的 (もくてき)として作成 (さくせい)しています。
○　子 (こ)どもたちには日頃 (ひごろ)より、「基本的 (きほんてき)な約束 (やくそく)ごと」に示 (しめ)されたことがらを心 (こころ)がけることを伝 (つた)えています。
○　学校 (がっこう)は、一人 (ひとり)一人 (ひとり)がルールを守 (まも)って積極的 (せっきょくてき)に行動 (こうどう)し、みんなが笑顔 (えがお)で過 (す)ごすことができる、「よりよい社会 (しゃかい)（学校 (がっこう)）」を作 (つく)っていくことをめざしています。
○　学校 (がっこう)は子 (こ)ども一人 (ひとり)一人 (ひとり)の状況 (じょうきょう)等 (など)も、全教職員 (ぜんきょうしょくいん)で十分 (じゅうぶん)にふまえたうえで、判断 (はんだん)し対応 (たいおう)します。
※　「市岡 (いちおか)小 (しょう)学校 (がっこう)　みんなの笑顔 (えがお)・安心 (あんしん)ルール」の内容 (ないよう)は、教育 (きょういく)振興 (しんこう)基本 (きほん)計画 (けいかく)に示 (しめ)している学校 (がっこう)の安心 (あんしん)・安全 (あんぜん)のためのスタンダードモデルを参考 (さんこう)にしています







　【基本的 (きほんてき)な約束 (やくそく)ごと】　　　　　・きまりを守 (まも)る　　　・自分 (じぶん)も他 (ほか)の人 (ひと)も大切 (たいせつ)にする　　　・どんどんチャレンジする


	
	きまりをまもろう
	自分 (じぶん)も他 (ほか)の人 (ひと)も大切 (たいせつ)にしよう
	どんどんチャレンジしよう
	
	こんなことはやめようね

	授業中 (じゅぎょうちゅう)は
	□チャイムが鳴 (な)ったら、座席 (ざせき)につこう
□両足 (りょうあし)の裏 (うら)を床 (ゆか)につけ、背 (せ)筋 (すじ)を伸 (の)ばして座 (すわ)ろう
□授業 (じゅぎょう)が終 (お)わったら次 (つぎ)の学習 (がくしゅう)の準備 (じゅんび)をしよう
	□発表 (はっぴょう)している人 (ひと)の方 (ほう)へ、顔 (かお)と体 (からだ)を向 (む)けよう
□話 (はなし)を聞 (き)きながら、うなずこう
□相手 (あいて)の意見 (いけん)を尊重 (そんちょう)して自分 (じぶん)の意見 (いけん)を言 (い)おう
	□名前 (なまえ)を呼 (よ)ばれたら「はい」と返事 (へんじ)をしよう
□わからないことは、先生 (せんせい)や友達 (ともだち)にたずねよう
□１時間 (じかん)に１回 (かい)以上 (いじょう)発表 (はっぴょう)しよう
	←
	■話 (はなし)の途中 (とちゅう)に、何 (なに)か言 (い)ってじゃまをする
■他 (ほか)の人のまちがいや失敗 (しっぱい)を笑 (わら)う
■話 (はなし)を聞 (き)かず、勝手 (かって)におしゃべりをする

	休み時間 (じかん)
には
	□トイレをすませてからあそぼう
□運動場 (うんどうじょう)の使 (つか)い方 (かた)を守 (まも)ろう
□チャイムが鳴 (な)ったら、すぐ教室 (きょうしつ)にもどろう
□くつをそろえて、靴箱 (くつばこ)の奥 (おく)に正 (ただ)しく入れよう
	□「あったか言葉 (ことば)」を使 (つか)って話 (はな)そう
□困 (こま)っている人 (ひと)や泣 (な)いている人 (ひと)がいたら、「どうしたの？」と声 (こえ)をかけよう
□もめそうになっても、相手 (あいて)の言 (い)うことを落 (お)ち着 (つ)いて聞 (き)くようにしよう
	□できるだけ、外 (そと)に出 (で)て遊 (あそ)ぼう
□自分 (じぶん)たちで解決 (かいけつ)できないことは、先生 (せんせい)に話 (はな)そう

	←
	■人 (ひと)がいない校舎 (こうしゃ)のすみや階段 (かいだん)などに行 (い)く
■チャイムが鳴 (な)っても遊 (あそ)びをやめない
■仲間 (なかま)はずれをする
■他 (ほか)の人がいやがることを言 (い)う
■他 (ほか)の人 (ひと)を叩 (たた)いたり、殴 (なぐ)ったり、蹴 (け)ったりする
■落書 (らくが)きしたり、物 (もの)をこわしたりする
■他 (ほか)の人 (ひと)の物 (もの)をかくす

	集会 (しゅうかい)活動 (かつどう)
では
	□時間 (じかん)におくれないように集 (あつ)まって整列 (せいれつ)し、集会 (しゅうかい)が始 (はじ)まるのを待 (ま)とう
□お話 (はなし)や説明 (せつめい)を聞 (き)くときは、静 (しず)かにしよう
	□話 (はなし)をしている人 (ひと)の顔 (かお)をしっかり見 (み)て聞 (き)こう
□「がんばれ」「よかったよ」「～すればいいよ」などの声 (こえ)をかけよう
□苦手 (にがて)だと思 (おも)っている人 (ひと)には、やさしく声 (こえ)をかけたり、手伝 (てつだ)ってあげたりしよう
	□じょうずな人 (ひと)のやり方 (かた)をよく見 (み)て、まねしよう
□自分 (じぶん)から話 (はな)しかけて、いろいろな学年 (がくねん)の人 (ひと)と友 (とも)だちになろう
	←
	■集合 (しゅうごう)に遅 (おく)れてくる
■集合 (しゅうごう)しても勝手 (かって)なおしゃべりを続 (つづ)ける
■お話 (はなし)や説明 (せつめい)を聞 (き)いていない
■他 (ほか)の人 (ひと)ができないことを笑 (わら)う
■途中 (とちゅう)であきらめて活動 (かつどう)をやめてしまう

	給食の時は
	□当番 (とうばん)は、手 (て)を洗 (あら)ってすばやくならぼう
□配 (くば)られているときは、静 (しず)かにすわって待 (ま)とう
□時間内 (じかんない)にたべられるようにしよう
	□みんなが笑顔 (えがお)になるような食 (た)べ方 (かた)や話 (はな)し方 (かた)をしよう
□みんなが笑顔 (えがお)になるような会話 (かいわ)をしよう
	□きらいなものも食 (た)べられるようにがんばろう
	←
	■口 (くち)の中 (なか)にものをいれたまま、おしゃべりする
■ごみを床 (ゆか)に捨 (す)てる
■食 (た)べ残 (のこ)した物 (もの)を、トイレや手洗 (てあら)い場 (ば)に捨 (す)てる

	そうじの時 (とき)は
	□チャイムが鳴 (な)ったら、すぐそうじ場所 (ばしょ)に行ってはじめよう
□そうじ用具 (ようぐ)は正 (ただ)しく使 (つか)おう
	□助 (たす)け合 (あ)ったり手伝 (てつだ)いあったりしながら、みんなで協力 (きょうりょく)してそうじをしよう

	□自分 (じぶん)の分担 (ぶんたん)場所 (ばしょ)を、時間 (じかん)内 (ない)にきれいにしよう
□もっときれいになる方法 (ほうほう)を考 (かんが)えて試 (ため)そう
□自分 (じぶん)の分担 (ぶんたん)場所 (ばしょ)が終 (お)わったら、他 (ほか)に汚 (よご)れている場所 (ばしょ)を見 (み)つけてそうじしよう
	←
	■そうじに遅 (おく)れてくる
■おしゃべりばかりしている
■じっとして、そうじをしていない
■時間 (じかん)が終 (お)わってもそうじしている

	ろうかでは
	□右側 (みぎがわ)を歩 (ある)こう
	□すれちがうときは、ゆずりあうようにしよう
	□お客 (きゃく)様 (さま)にあいさつしよう
	←
	■走 (はし)る
■うるさくする
■教室 (きょうしつ)で学習 (がくしゅう)している人をからかう

	学校 (がっこう)が行 (おこな)う
対応 (たいおう)
	望 (のぞ)ましい行動 (こうどう)とはどんなものか、具体的 (ぐたいてき)に教 (おし)えていきます。　望 (のぞ)ましい行動 (こうどう)がしやすくなるよう、環境 (かんきょう)を整備 (せいび)していきます。　
望 (のぞ)ましい行動 (こうどう)ができたときには、認 (みと)めたりほめたりして、さらに意欲 (いよく)が高 (たか)まるようにします。
	
	・個別 (こべつ)に対応 (たいおう)します（その場 (ば)で注意 (ちゅうい)、家庭 (かてい)連絡 (れんらく)、自 (じ)己 (こ)を振 (ふ)り返 (かえ)る活 (かつ)動 (どう)　など）


学級の重点ルールの横に、学級名をお書きください。
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